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令
和
６
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か

ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
令
和
６
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
、
提
案
さ
れ
た
19
議
案
す
べ
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
国
な
ど
に
提
出

す
る
意
見
書
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

・�

町
有
地
処
分

１
億
３
９
７
０
万
円

　

旧
東
郷
中
跡
地
利
用
に

か
か
る
民
間
事
業
計
画
の

募
集
の
結
果
、
松
井
酒
造

合
名
会
社
と
計
画
の
基
本

協
定
を
締
結
し
、
売
却

す
る
。

　

計
画
に
は
、
同
地
に
お

い
て
、
食
品
・
飲
料
・
酒

類
製
造
に
関
わ
る
業
務
及

び
ウ
ィ
ス
キ
ー
蒸
留
施
設

を
活
用
し
た
観
光
や
宿
泊

事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

・�

縁
結
び
推
進
事
業６

万
円

　

県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
「
え
ん
ト
リ
ー
」
の

入
会
登
録
料
、
１
人
１
万

円
を
町
が
負
担
。
男
女
の

出
会
い
の
機
会
創
出
を
図

り
、
少
子
化
対
策
に
寄
与

す
る
。

・�

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

臨
時
経
費１

７
６
９
万
円

　

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の
老
朽

化
に
伴
う
修
繕
及
び
機
器

の
改
修
等
を
実
施
す
る
。

　

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
音
響
設

備
改
修
（
パ
ワ
ー
ア
ン
プ

修
繕
取
替
）
工
事
を
新
規

補
正
。
ま
た
、
大
ホ
ー
ル

特
定
天
井
改
修
等
工
事
お

よ
び
屋
内
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。

・�

保
育
人
材
確
保
・
定
着

事
業

50
万
円

　

保
育
施
設
で
の
人
材
不

足
を
解
消
す
る
た
め
、
町

内
保
育
施
設
に
就
職
が
決

ま
っ
た
県
外
の
指
定
保
育

士
養
成
施
設
卒
業
見
込
み

の
学
生
に
対
し
て
奨
励
金

を
支
給
す
る
。

　

県
外
学
生
に
制
度
を
周

知
し
、
保
育
人
材
確
保
を

促
進
す
る
。
交
付
見
込
み

は
５
人
。

・�

こ
ど
も
園
運
営
経
常

経
費

１
１
１
７
万
円

　

保
育
士
確
保
の
た
め
、

人
材
派
遣
会
社
に
保
育
士

派
遣
依
頼
を
続
け
る
。

　

派
遣
可
能
な
保
育
士
が

増
加
し
た
た
め
、
委
託
費

用
を
増
額
。

　

派
遣
人
員
は
当
初
１
名

か
ら
補
正
後
４
名
に
増
加

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
保

育
士
不
足
の
緩
和
と
児

童
受
入
体
制
の
整
備
を

図
る
。

男女の出会いの機会創出
（県の「えんトリー」パンフレット）

補
正
予
算

令和６年６月定例会

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
修
繕

県
外
学
生
へ
奨
励
金

保
育
士
不
足
を
緩
和

入
会
登
録
料
を
負
担

旧
東
郷
中
学
校
跡

地
を
売
却

一般会計補正予算

1億6279万円を
追加し

118億6030万円
総 額

松
井
酒
造
に
期
待
が
か
か
る

東
郷
中
跡
地
開
発
計
画
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・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
５
号
車

９
０
２
万
円

　

平
成
20
年
に
購
入
し
た

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
５
号

車
を
更
新
す
る
。
29
人
乗

り
で
安
心
し
て
利
用
で

・�

た
じ
り
こ
ど
も
園
施
設

整
備
事
業１

８
２
７
万
円

　

北
溟
中
学
校
跡
地
の
南

北
区
画
道
路
の
整
備
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

園
児
送
迎
な
ど
の
車
両
が

ス
ム
ー
ズ
に
運
行
で
き
る

よ
う
、
こ
ど
も
園
敷
地
内

に
通
路
を
整
備
す
る
。

・�

町
立
東
郷
小
学
校
空
調

機
更
新
工
事

６
４
１
１
万
円

　

東
郷
小
学
校
の
老
朽
化

し
た
エ
ア
コ
ン
系
統
を
計

画
に
沿
っ
て
更
新
す
る
工

事
。
入
札
に
よ
り
中
海
工

業
株
式
会
社
が
受
注
。

　

今
回
の
工
事
の
対
象
と

な
る
の
は
、
ま
な
び
の
教

室
・
多
目
的
教
室
・
図
書

室
・
放
送
室
・
ス
タ
ジ

オ
・
音
楽
室
・
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
。

・�
東
郷
小
学
校
給
食
配
送
車

６
５
８
万
円

　

平
成
18
年
に
購
入
し
た

東
郷
小
学
校
の
給
食
配

送
車
が
経
年
劣
化
。
更
新

に
よ
り
安
定
性
の
あ
る
配

送
、
収
集
を
可
能
に
す
る
。

・�

議
員
人
件
費７４

０
万
円
減

　

鳥
取
県
中
部
地
区
特
別

職
報
酬
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
町
長
な
ど
の
給

料
及
び
報
酬
が
改
定
さ

れ
た
。

　

審
議
会
で
は
、
８
年
前

の
改
定
か
ら
人
事
院
勧
告

の
内
容
、
経
済
情
勢
、
他来年４月開園予定のたじりこども園

更新される給食配送車

そ
の
他

園
児
送
迎
の
た
め
敷

地
内
通
路
を
整
備

猛
暑
に
対
応

給
食
配
送
車
を
更
新

議
員
報
酬
は
据
え

置
き

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
更
新

団
体
の
状
況
を
総
合
的

に
判
断
し
、
町
長
の
給

料
を
２
千
円
引
き
上
げ

82
万
９
千
円
と
す
る
答
申

が
さ
れ
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
も

１
万
４
千
円
引
き
上
げ
の

答
申
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き

経
済
も
上
向
き
と
感
じ
る

が
、
慎
重
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
今

後
、
９
月
を
目
途
に
検
討

し
、
改
定
す
る
に
し
て
も

来
年
度
以
降
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

減
額
の
内
訳
は
、
報

酬　

据
え
置
き
に
よ
る
減

額
３
０
２
万
５
千
円
、

退
職
に
よ
る
減
額
が

４
３
７
万
５
千
円
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
三

菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
株
式
会
社
。

き
る
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
株

式
会
社
Ｊ
Ａ
中
央
サ
ー

ビ
ス
。
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一般会計補正予算

751万円増額 5月臨時会

補
正
予
算

　
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
13
日

に
１
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
補
正
予
算
な
ど
５
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

・�

湯
梨
浜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
委
託
事
業

１
８
０
万
円

　

１
年
生
が
対
象
の
羽
合
第
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
希

望
者
が
増
大
、
空
き
教
室
を
利

用
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

５
８
０
万
円

　

一
般
財
団
法
人
・
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
が

方
面
・
白
樫
・
水
下
地
区
に
決

定
。
除
雪
機
や
保
管
倉
庫
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
が
購
入
さ
れ
る
。

・�

た
じ
り
こ
ど
も
園
厨
房
機
器

２
８
６
０
万
円

　

新
設
さ
れ
る
た
じ
り
こ
ど
も

園
の
厨
房
機
器
を
購
入
す
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
を

増
員

３
地
区
に
助
成

た
じ
り
こ
ど
も
園
オ
ー

プ
ン
に
向
け
準
備

羽合第１放課後児童クラブ
過密が課題

5月臨時会

　

支
援
員
１
名
を
増
員
し
て
体

制
を
整
え
る
。

～令和６年度町村議会議長・副議長研修会～ 

　全国の町村議会議長・副議長が出席し、議会が抱える課題・問題に対する研修が東京国際
フォーラムで開催された。
　講師は「なぜ、なり手不足が問題なのか」に関し、増加する無投票、定数割れと潜在的ななり手不足は議会
にとっての危機。多様性を欠く議会では２元代表制の趣旨が損なわれ、度重なる無投票が地方自治の弱体化
を招くと説いた。
　危機を防ぐためには、将来的な視点を持ちつつ「多様な人材の参画」に努め、低額な議員報酬は、新しい報
酬額に見合う活動内容や、活動量に応じて見直す。さらに、定数を削
減すると当選のハードルが上がり、新たな議員のなり手にとっては立
候補の阻害要因になるとも説いた。
　本町でも、現在12名の定数が退職などで10人となり、欠員状態が
長期間継続し、委員会運営にも支障をきたしている。また、当選の
ハードルが上がることで、若者、女性新人候補にとっては困難な状況
が生まれ、合併後２回も無投票当選となっている。議会自ら、女性の
社会進出や政治参画を後押し、立候補の障害を除去する施策を、執
行部と協働し重点的に進めるべきだと痛感した。

（副議長　磯江 公博）

研 修 報 告

熱心に聴講する全国の議長・副議長
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ファクシミリ・電子メールでの提出も受け付けます！
記載内容、提出先など手続きに関することは町ホームページをご確認いただくか
湯梨浜町議会事務局へお問い合わせください。

件　　　名 陳情者名 採決結果 委員会の意見

年金制度における外国人
への脱退一時金の是正を
求める意見書の採択を求
める陳情

小坪　慎也 継続審査 ─

食糧自給率向上を政府の
法的義務とすることを求
める陳情書

鳥取県農民運動連合会

　会長　雑賀　敏之

不 採 択
（賛成１人）

食料自給率の数値目標は示
されていないが、自給率向
上の方向性は示されてい
る。また、法律は既に制定
され、施行済みである。

ごみ処理手数料改定の見
直しを求める意見書の提
出について（陳情）

鳥取県中部清掃事業
協同組合
　代表理事　市部　二朗

採 　 択
鳥取中部ふるさと広域連合
に意見書を送付

地方財政の充実・強化を
求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　三浦　敏樹

湯梨浜町職員労働組合
執行委員長　網師本教正

採 　 択
（全会一致）

国に意見書を送付

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの、2025年度政府予
算に係る意見書採択の陳
情について

鳥取県高等学校教職員組合
中部支部
　支部長　磯江　英樹

鳥取県教職員組合中部支部
　支部長　山根　義孝

採 　 択
（全会一致）

国に意見書を送付

陳 情

本会議での採決結果 ６月定例会
　議案の裁決は、河田議長を除く９人で行います。今定例会に提出された議案はすべて

全会一致で可決しました。

陳 情 審 査 結 果  
常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。
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東
郷
中
跡
地
を
売
却

答

答

答答

☆
旧
東
郷
中
の
敷
地
の
う
ち
約
２
万
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
約

１
億
４
千
万
円
で
、
松
井
酒
造
合
名
会
社
（
本
社
・
大
阪
市
）
に

売
却
す
る
。

問

問問

問

　
　
　
　

処
分
す
る
土
地
の
単

　
　
　
価
が
３
種
類
あ
る
が
、

理
由
は
。

　
　
　
　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ

　
　
　

る
標
準
実
施
額
で
、
土

総 務 産 業 常 任 委 員 会

☆
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

は
、
増
加
す
る
空
き
家
に
対

し
、
民
間
業
者
の
活
用
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

バ
ン
ク
登
録
の
有
効
性
を
高

め
る
た
め
、
宅
建
協
会
と
空
き

家
等
の
仲
介
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
す
る
。

空
き
家
の
活
用
を
推
進

活発な意見が飛び交う若者会議

　
　
　
　
不
動
産
業
者
へ
の
仲
介
手

　
　
　
数
料
は
。

　
　
　

 　
宅
建
業
法
で
定
め
ら
れ
て

　
　
　

い
る
仲
介
手
数
料
は
、
物
件

価
格
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
売
買
を
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　

 　
不
動
産
業
者
と
契
約
し
て

　
　
　

進
め
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

☆
ゆ
り
は
ま
若
者
会
議
に
お
い
て

提
案
さ
れ
た
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
促
す
た
め
、
補
助
金
を
交
付

す
る
。

若
者
の
提
案
が
実
現

答

答答

問

問問

　
　
　
　

補
正
予
算
は
１
団
体
10
万

　
　
　
円
と
あ
る
が
、
交
付
先
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

 　
提
案
は
２
団
体
あ
っ
た

　
　
　

が
、
事
業
化
要
望
の
あ
っ
た

地
取
引
の
実
例
に
応
じ
て
設
定
し
て

い
る
。

　
　
　
　
計
画
で
は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

　
　
　

蒸
留
施
設
を
活
用
し
た
観

光
・
宿
泊
事
業
な
ど
も
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
。

売却が決まった東郷中跡地

　
　
　

今
の
計
画
で
は
、
蒸
留
施

　
　
　

設
・
資
材
倉
庫
で
あ
る
が
、

将
来
的
に
は
道
の
駅
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
。

た
が
、
個
人
間
で
や
り
取
り
す
る

ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

１
団
体
を
対
象
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
、
事
業
の
実
施
希
望

　
　
　
団
体
が
増
え
た
場
合
ど
う
す

る
の
か
。
基
準
が
必
要
で
は
。

　
　
　

 　
こ
の
事
業
で
は
、
若
者
会

　
　
　

議
で
提
案
の
あ
っ
た
こ
と
の

み
を
対
象
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　

な
ぜ
補
正
予
算
で
取
り
組

　
　
　
む
の
か
。

　
　
　

 　
令
和
５
年
度
の
取
組
の
中

　
　
　

で
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の

対
応
で
あ
り
、
事
業
が
途
切
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
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答

答答

答

☆
本
町
の
特
定
空
き
家
は
、
令
和
６
年
３
月
末
現
在
で
74
件
あ
る
。

管
理
が
不
十
分
な
空
き
家
に
対
し
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

問

問

問
　
　
　
　

今
後
の
空
き
家
対
策

　
　
　
の
進
め
方
は
。

　
　
　
　

指
導
の
対
応
結
果
を

　
　
　

踏
ま
え
、
今
後
勧
告
を

行
う
。

　

勧
告
後
は
、
物
件
を
固
定
資

産
税
の
住
宅
用
地
特
例
か
ら

除
外
。

　
　
　
　

優
先
順
位
は
。

　
　
　
　

環
境
面
、
交
通
量
な

　
　
　

ど
を
考
慮
し
て
基
準
を

設
け
る
。
所
有
者
が
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
場
合
は
略
式
代
執

行
に
な
る
。

☆
磯
泙
団
地
は
令
和
５
年
度
に

全
区
画
を
売
却
し
た
。
橋
津
団

地
の
残
り
の
１
区
画
も
本
年
度

に
売
却
予
定
。

☆
町
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
物
品
と
し
て
、
株
式
会
社

エ
ム
ワ
ン
（
本
社
・
三
重
県
松

阪
市
）
か
ら
衛
星
携
帯
電
話
な

ど
を
受
領
し
た
。
災
害
発
生
時

に
は
災
害
対
策
本
部
や
消
防
団

が
情
報
連
絡
手
段
と
し
て
利
用

し
て
い
く
。

答答

問

問

問

　
　
　
　
同
社
が
本
町
に
ふ
る
さ
と

　
　
　
納
税
を
し
た
理
由
と
、
他
自

治
体
へ
の
実
績
は
。

最
後
の
１
区
画
を
売
却

衛
星
携
帯
電
話
を
町
に

寄
付

総 務 産 業 常 任 委 員 会

危
険
家
屋
に
勧
告
を
実
施

崩れかかった特定空き家

完売した磯泙団地

　
　
　
　
町
の
土
地
開
発
公
社
は
今

　
　
　
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

橋
津
団
地
や
町
内
に
残
る

　
　
　

残
地
の
処
分
後
に
、
新
た
な

土
地
開
発
計
画
が
な
け
れ
ば
解
散
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

略
式
代
執
行
の
場
合
の

　
　
　

解
体
費
用
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
　

税
金
投
入
と
な
る
た
め
、

　
　
　

客
観
的
視
点
が
必
要
と

な
る
。

　
　
　

 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

　
　
　

通
じ
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
る
目
的
で
、
全
国
で
１
０
０
自
治

体
程
度
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
防
災
上
必
要
な
も
の
で
あ

　
　
　
れ
ば
、
町
が
購
入
し
て
配
置

す
る
の
が
適
切
で
は
。

　
　
　

 

現
在
、
衛
星
携
帯
が
３
台

　
　
　

あ
る
。
寄
付
を
受
け
た
３
台

に
つ
い
て
は
、有
効
に
活
用
し
た
い
。
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民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
、

開
園
の
影
響
は答答答

答

答

答

答

☆
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
、
令
和
７
年
か
ら

11
年
ま
で
の
計
画
。
教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
策
定
。
民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
の
計
画

に
つ
い
て
も
、
報
告
が
あ
っ
た
。

問問問

問問

問

問問 問

　
　
　
　

保
育
士
不
足
の
課
題

　
　
　

解
決
が
計
画
の
前
提

で
は
。

　
　
　
　

昨
年
か
ら
プ
ロ

　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
み
検
討
し
て
い
る
。

次
期
計
画
で
も
確
保
策
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
計
画
策
定
前
に
２
期

　
　
　

の
反
省
・
検
証
が

必
要
。

　
　
　

進
め
て
き
た
事
業
の

　
　
　

結
果
を
踏
ま
え
、
次
期

計
画
に
向
か
い
た
い
。

　
　
　
　
多
く
の
保
育
士
が
辞

　
　
　
め
て
い
く
原
因
の
検
証

が
大
切
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

小中学生がともに活動する地域クラブ

☆
令
和
５
年
度
教
育
行
政
の
点

検
と
評
価
で
は
、
学
力
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
、
不
登
校
対

策
な
ど
重
点
目
標
を
中
心
に
報

告
を
受
け
た
。

答答

☆
人
材
派
遣
会
社
へ
依
頼
し
て
い

る
保
育
士
が
、当
初
見
込
み
よ
り

１
名
増
で
２
名
と
な
っ
た
。ま
た
、

途
中
入
所
を
見
込
み
４
人
分
に
費

用
を
増
額
す
る
。

保
育
士
派
遣
受
け
入
れ

の
た
め
予
算
増
額
補
正

点
検
項
目
は
幅
広
く
、地

道
に一歩
ず
つ
が
肝
要
か

　
　
　
　

保
育
士
不
足
で
、
副
園
長

　
　
　

ク
ラ
ス
の
負
担
が
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
何
と
か
確
保
を

進
め
た
い
。

　
　
　
　
子
育
て
世
代
は
合
理
的
に

　
　
　
判
断
し
て
住
む
場
所
を
決
め

る
。
し
っ
か
り
し
た
計
画
が
重
要
。

　
　
　

人
口
推
計
と
併
せ
、
土
地

　
　
　

開
発
状
況
な
ど
ニ
ー
ズ
も
踏

ま
え
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　
民
間
こ
ど
も
園
の
影
響
は
。

　
　
　

令
和
８
年
の
開
園
と
思
わ

　
　
　

れ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
し
た

次
期
計
画
で
な
い
と
、
信
憑
性
に
欠

け
る
。

答答 問問
　
　
　
　
派
遣
さ
れ
た
２
人
は
町
内

　
　
　
に
移
住
し
た
の
か
。

　
　
　

 　
町
内
と
北
栄
町
に
在
住
し

　
　
　

て
い
る
。

　
　
　
　
町
採
用
者
と
派
遣
者
と
の

　
　
　

間
で
勤
務
上
の
問
題
は
な

い
か
。

　
　
　

 　
午
前
８
時
か
ら
午
後
５

　
　
　

時
ま
で
の
定
時
と
、
も
う
１

人
は
早
番
、
遅
番
も
あ
り
、
正
職
員

と
同
じ
勤
務
。

　

ど
ち
ら
も
保
育
士
経
験
が
あ
り
、

園
長
の
信
頼
も
あ
る
。

　
　
　
　
児
童
・
生
徒
支
援
員
の
確

　
　
　
保
と
、
支
援
が
必
要
な
生
徒

増
加
の
対
応
は
。

　
　
　

 　
配
置
基
準
数
の
確
保
は
で

　
　
　

き
て
お
り
、
学
校
と
緊
密
に

連
携
し
配
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　
評
価
の
低
い
項
目
に
つ
い

　
　
　
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

 

不
登
校
の
問
題
、
部
活
動

　
　
　

の
地
域
移
行
な
ど
、
引
き
続

き
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

　
　
　

業
は
。

　
　
　

 　
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の

　
　
　
現
状
は
。

　
　
　

 　
人
材
確
保
、
場
所
、
責
任

　
　
　

体
制
、
金
銭
負
担
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
明
確
に
描
き
き
れ

て
い
な
い
。
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近隣に配慮し、杭を残す
（堀の内団地跡地）

答

答答答答

答答

☆
新
上
町
団
地
は
令
和
６
年
２
月
に
完
成
し
、
堀
の
内
と
桜
団
地

の
解
体
を
残
す
の
み
。

　
堀
の
内
跡
地
の
駐
車
場
数
を
縮
小
、
杭
の
残
置
、
空
き
部
屋
の

残
置
物
処
分
、
仮
移
転
先
の
修
繕
費
の
増
加
な
ど
、
４
案
件
が
報

告
さ
れ
た
。

問
　
　
　
　

駐
車
場
が
98
区
画
か

　
　
　
ら
10
区
画
に
、
大
幅
に

縮
小
し
た
要
因
は
。

　
　
　
　
国
交
付
金
の
精
査

　
　
　

で
、
町
負
担
が
多
い
と

判
明
し
た
。

☆
来
年
１
月
中
頃
か
ら
運
用
開
始

予
定
の
病
児
保
育
施
設
の
給
食
提

供
に
つ
い
て
、
町
と
社
協
と
事
業

者
で
協
議
。
費
用
や
調
理
器
具
、

土
曜
日
の
調
理
な
ど
、
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

☆
法
改
正
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
マ
イ
ナ

保
険
証
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の

た
め
被
保
険
者
証
に
関
連
す
る

所
要
の
法
改
正
を
行
う
。

答

答答

問

問

問

問問問

問

問問病
児
保
育
施
設
の
給
食

を
長
瀬
こ
ど
も
園
に
依
頼

後
期
高
齢
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更

教 育 民 生 常 任 委 員 会

町
営
住
宅
建
替
え
事
業
、

工
事
費
の
増

　
　
　
　
病
児
保
育
所
内
で
の
調
理

　
　
　
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
い
つ
か
ら
運
用
が
始
ま
る

　
　
　
の
か
。

　
　
　
　

令
和
６
年
12
月
２
日
に
従

　
　
　

来
の
方
法
は
終
了
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証
に
移
行
す
る
。

　
　
　
　

駐
車
場
と
し
な
い
土
地

　
　
　
は
、
舗
装
し
な
い
と
草
の
繁

茂
で
管
理
が
大
変
。

　
　
　

 

環
境
が
著
し
く
悪
く
な
ら

　
　
　

な
い
よ
う
に
整
備
し
て
い

き
、
売
却
も
含
め
跡
地
利
用
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
空
き
部
屋
の
残
置
物
の
処

　
　
　
分
な
ど
、
報
告
の
あ
っ
た
４

案
件
は
、
事
前
に
分
か
ら
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　

 

空
き
部
屋
の
残
置
物
な
ど

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
未
確
認
で
反

省
し
て
い
る
。
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
事

業
で
、
業
者
に
任
せ
き
り
の
部
分
が

あ
り
、
見
積
査
定
が
甘
か
っ
た
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

　

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
公
共
事
業
の
手
法
。

　
　
　
　
本
町
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証

　
　
　
は
ど
れ
く
ら
い
取
得
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

県
全
体
で
は
、
58
％
で
あ

　
　
　

り
、
推
計
で
は
町
の
国
保
加

入
者
の
う
ち
、
２
千
９
０
０
人
が
取

得
、
１
千
２
０
０
人
が
未
取
得
で

あ
る
。

　
　
　
　
周
知
の
方
法
は
。

　
　
　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
、
後
期
高

　
　
　

齢
者
保
険
証
も
同
時
に
移
行

し
て
も
ら
う
案
内
を
、
分
か
り
や
す

い
資
料
を
同
封
し
て
い
く
予
定
。

　
　
　
　

施
設
や
人
的
体
制
な
ど

　
　
　

で
、
毎
日
の
調
理
は
困
難
で

あ
る
。
簡
易
な
調
理
室
は
整
備
さ
れ

る
予
定
。

　
　
　
　

１
市
４
町
の
住
民
が
利

　
　
　

用
で
き
る
が
、
周
知
の
方

法
は
。

　
　
　
　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　
　
　

ど
で
周
知
し
て
い
く
。

　
　
　
　
病
院
食
は
特
殊
で
、
こ
ど

　
　
　

も
園
で
の
調
理
は
困
難

で
は
。

　
　
　
　

事
業
者
か
ら
、
こ
ど
も
園

　
　
　

の
給
食
と
同
じ
で
良
い
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　
　
材
料
や
人
員
の
不
足
が
な

　
　
　
い
よ
う
十
分
な
話
し
合
い
と

準
備
を
。

　
　
　
　

関
係
各
所
と
し
っ
か
り
協

　
　
　

議
し
準
備
を
進
め
る
。
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町政をただす一般
質問町政をただす
　６月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
　一般質問とは、議員の日常の活動と調査研究、住民の声や自身の考え方にもとづき、町長
や教育長の方針を問い質

ただ

すものです。
　質問時間は、答弁も含めて１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

質問者 質　問　事　項 ページ
小川　　遊 統計から考える今後の自治体運営とＤＸ推進 １０

松岡　昭博
町観光の再生戦略は

１１
保護制度は機能したのか

米田　強美
水産業の振興強化を

１２
危険空き家の更なる対策は

増井　久美
産後ケア事業の拡充を

１３
営農型太陽光発電への支援は

【
小
川
】
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
統
計
に

よ
る
と
、
今
後
約
25
年
の
間

に
、
高
齢
世
代
の
人
口
は
横

ば
い
と
い
う
中
で
、
働
く
世

代
は
３
分
の
２
に
、
子
ど
も

世
代
も
３
割
減
る
推
計
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
の
人
口

動
態
の
現
況
は
。

【
町
長
】
過
去
10
年
の
平
均

で
、
出
生
数
は
年
間
１
３
３

人
、
死
亡
数
は
２
３
８
人
。

転
入
は
４
９
６
人
、
転
出

５
０
１
人
。
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
１
・
94
と
高
い
。

【
小
川
】
今
後
、
人
口
減
に

よ
り
限
り
あ
る
税
収
が
減
り

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
持
続
可
能
な
自

治
体
財
政
運
営
を
ど
う
考
え

る
か
。

【
町
長
】
財
源
の
確
保
、
経

費
の
削
減
と
効
果
的
な
財
源

配
分
が
重
要
。
縮
小
時
代
で

は
、
真
に
必
要
な
も
の
を
取

捨
選
択
し
、
将
来
性
を
見
据

え
た
予
算
編
成
が
大
切
だ
と

考
え
る
。

【
小
川
】
人
手
不
足
に
よ
っ

て
自
動
化
・
ネ
ッ
ト
対
応
の

取
り
組
み
が
官
民
と
も
に
増

加
し
て
い
る
が
、
同
時
に
混

乱
も
発
生
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ

推
進
に
つ
い
て
の
本
町
の
考

え
方
は
。

【
町
長
】
人
手
不
足
の
対

応
に
デ
ジ
タ
ル
化
は
大
切
だ

が
、
強
引
に
進
め
る
の
で
は

な
く
、
状
況
を
よ
く
把
握
し

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

統計から考える今後の
　　　自治体運営とDX推進
町長 状況をよく把握して取り組む

働く世代は顕著に減少
DXの前向きな推進が望まれる

小
お

川
がわ

　　遊
ゆう
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観光客の増加が期待される温泉地

【
松
岡
】
本
町
の
宿
泊
客
は
、

平
成
19
年
度
の
16
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し

た
観
光
の
再
生
戦
略
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
深
刻

な
打
撃
を
受
け
、
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
回
復
し
て
い
な

い
。
併
せ
て
旅
館
の
閉
館
、

耐
震
強
化
工
事
な
ど
が
影
響
し

目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
新
た
に
開
館
、
新

設
も
あ
り
、
年
間
17
万
人
の

目
標
は
据
え
置
き
、
努
力
し

た
い
。

【
松
岡
】
今
ま
で
、
ど
の
よ

う
に
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
観
光
地
づ
く
り
に
活

か
し
て
き
た
の
か
。

【
町
長
】
県
が
実
施
し
て
い

る
「
鳥
取
県
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
調
査
」
を
参
考
に
、

顧
客
ニ
ー
ズ
を
把
握
。
観
光

事
業
者
、
県
観
光
戦
略
課
な

ど
と
一
層
の
連
携
を
す
る
。

【
松
岡
】
誘
客
対
策
と
し
て

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

【
町
長
】
韓
国
・
台
湾
・
香

港
に
行
っ
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
、
単
町
で
は
な
く
中
部

圏
域
で
プ
ラ
ン
を
持
つ
べ
き

と
痛
感
し
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、
多

言
語
に
よ
る
情
報
発
信
、
各

国
旅
行
社
を
招
い
て
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

【
松
岡
】
令
和
５
年
度
全
国

の
生
活
保
護
申
請
件
数
は
、

平
成
25
年
以
降
最
高
と
な
っ

た
が
、
月
毎
の
被
保
護
者

数
は
、
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
。 

　

生
活
保
護
が
必
要
な
人
に

届
く
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
と
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
社
協
の
「
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
」
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
、
さ
ら
に
４
月
開
設
の

「
福
祉
相
談
窓
口
」
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
伴
走

型
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

【
松
岡
】
生
活
保
護
制
度
や

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
ど
の
程
度
機
能
し
た

と
思
わ
れ
る
の
か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
以
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
要
因

と
す
る
生
活
保
護
申
請
は
１

件
も
な
い
。
町
が
行
っ
た
給

付
金
な
ど
の
支
援
が
功
を
奏

し
た
と
推
察
し
て
い
る
。

【
松
岡
】
特
例
貸
付
借
受
者

の
多
く
が
返
済
免
除
に
な
っ

て
い
る
が
、
生
活
保
護
者
数

は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
を

ど
う
思
う
か
。

【
町
長
】
世
帯
員
の
所
得
が

高
い
場
合
や
、
預
貯
金
な
ど

の
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
特

例
貸
し
付
け
が
償
還
免
除
で

も
、
直
ち
に
生
活
保
護
制
度

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
令

和
５
年
度
は
新
規
相
談
者
28

人
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同

等
で
あ
る
。

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

保
護
制
度
は
機
能
し
た
の
か

町長

支
援
が
功
を
奏
し
、
生
活
保
護

申
請
が
激
減

生活困窮など相談窓口

単町から中部圏域でプラン作り

町観光の再生戦略は

町長
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梅雨の晴れ間、シジミ漁に勤しむ姿が
多く見られた

【
米
田
】
昨
年
の
夏
以
降
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
が

大
幅
に
減
っ
た
。
増
殖
策
と

し
て
県
で
は
、
塩
分
濃
度
を

上
げ
る
こ
と
を
検
討
。
他
の

増
殖
策
と
し
て
、
覆
砂
を
毎

年
行
な
っ
て
い
る
が
規
模
が

限
定
的
で
あ
る
。

　

実
施
方
法
を
含
め
た
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
シ
ジ
ミ
の
成
長
に

は
、
餌
と
な
る
珪
藻
類
の
増

加
と
適
切
な
塩
分
濃
度
が
重

要
で
あ
り
、
塩
分
濃
度
の
調

整
が
必
要
。
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

増
殖
の
た
め
の
橋
津
川
水
門

操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

【
米
田
】
鬼
蜆(

お
に
し
じ

み)

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
る
が
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
評
価
を
上
げ
、地
方
創

生
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
東
郷
湖
の
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
は
「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」

と
呼
ば
れ
、
湯
梨
浜
町
の
優

れ
た
特
産
品
と
し
て
、
町
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
積

極
的
に
紹
介
を
し
て
い
る
。

【
米
田
】
泊
漁
港
の
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
。
県
中
部

の
中
核
漁
港
の
機
能
維
持
に

公
的
支
援
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
漁
港
機
能
に
関
し

て
は
、
県
が
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
る
。
県
の
補
助

金
に
対
し
て
増
額
す
る
な

ど
、
町
の
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。

【
米
田
】
通
行
中
に
危
険
空

き
家
の
瓦
が
落
下
し
、
当
た

り
そ
う
に
な
っ
た
町
民
が
い

る
。
担
当
課
に
対
策
を
依
頼

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
著
し

く
危
険
、
も
し
く
は
著
し
く

衛
生
上
有
害
な
空
き
家
に
つ

い
て
、
掌
握
状
況
と
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
の
空

き
家
等
実
態
調
査
で
は
、

町
全
体
の
空
き
家
数
が
、

３
１
９
戸
に
対
し
、
特
定
空

き
家
（
危
険
家
屋
）
は
95
戸

あ
っ
た
。

　

現
在
、
特
定
空
き
家
の
点

検
・
査
定
を
行
い
、
町
の
空

き
家
等
対
策
協
議
会
の
意
見

も
踏
ま
え
、
今
年
度
中
に
勧

告
を
実
施
す
る
方
針
。

【
米
田
】
特
定
空
き
家
な
ど

に
対
し
、
現
在
は
助
言
ま
た

は
指
導
に
留
ま
っ
て
い
る
。

勧
告
に
進
ま
な
い
状
況
で
ケ

ガ
を
負
う
と
か
の
実
害
が

あ
っ
た
場
合
、
行
政
の
責
任

に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】
法
律
で
は
、
空
き

家
の
所
有
者
な
ど
に
適
正
管

理
の
責
務
が
あ
る
。

　

特
定
空
き
家
の
管
理
に
お

い
て
、
屋
根
の
落
下
や
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
町
の
責

任
が
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

代
執
行
を
行
う
権
限
も
あ

る
。
安
全
確
保
の
た
め
、
勧

告
だ
け
で
は
な
く
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
い
く
。

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

水産業の振興強化を

空き家を「ゆりはま暮らしお試し住宅」
として利用（川上区「もりた屋」）

県の補助金に対して増額町長

危
険
空
き
家
の
更
な
る
対
策
は

今
年
度
中
に
勧
告
を
実
施

町長
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【
増
井
】
本
町
は
、
こ
ど
も

園
の
整
備
、
若
者
夫
婦
子
育

て
支
援
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
本
町
の
子

育
て
支
援
を
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

雨
の
日
、
親
子
で
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
講
堂
は
使
用

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
役
場
講
堂
は
、
平

日
の
日
中
は
役
場
業
務
な
ど

で
使
用
。
夜
間
、
休
日
は
各

種
団
体
に
貸
し
出
し
て
い

る
。
不
定
期
に
解
放
す
る
こ

と
は
現
状
困
難
で
あ
る
。
他

施
設
の
利
用
が
可
能
か
検
討

し
た
い
。

【
増
井
】
産
後
ケ
ア
事
業

は
、
本
町
に
家
を
建
て
子
育

て
を
す
る
若
い
世
帯
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
で
あ
る
。
多

く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う

拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

【
町
長
】
新
た
に
県
立
厚
生

病
院
で
も
産
後
ケ
ア
事
業
が

始
ま
っ
た
。
町
の
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
で

産
後
ケ
ア
の
充
実
を
図
り

た
い
。

【
増
井
】
国
民
健
康
保
険
制

度
の
中
に
18
才
未
満
の
人
た

ち
も
人
数
割
り
と
し
て
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
な
く
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
国
保
会
計
は
、
財

源
確
保
な
ど
課
題
解
決
に
向

け
た
制
度
改
正
に
よ
り
都
道

府
県
単
位
で
共
同
運
営
に
移

行
し
た
。
健
康
保
険
法
の
改

正
も
あ
り
、
保
険
料
統
一
に

向
け
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

【
増
井
】
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
改
正
案
」
に
は

「
食
料
自
給
率
目
標
」
な
ど

が
消
え
て
い
る
。
こ
れ
で

は
、
中
山
間
地
域
や
耕
作

放
棄
地
な
ど
は
解
消
さ
れ
な

い
。町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

【
町
長
】
従
来
よ
り
後
退
し

た
法
改
正
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
中
山
間
地
域
、

耕
作
放
棄
地
問
題
は
、
認
定

農
業
者
を
中
心
と
す
る
担
い

手
組
織
や
農
業
再
生
協
議
会

で
諸
施
策
を
策
定
し
、
実
行

し
て
い
る
。

【
増
井
】
「
改
正
食
品
衛
生

法
」
の
経
過
措
置
が
終
了

し
、
営
業
許
可
に
は
「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
」
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
施
設
整

備
の
負
担
が
重
く
製
造
を
や

め
る
と
こ
ろ
が
出
て
い
る
。

本
町
で
は
こ
れ
に
該
当
す
る

も
の
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
食
品
衛
生
法
改
正

に
よ
り
営
業
許
可
に
「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
が
義
務
付
け
ら
れ

た
が
、
本
町
で
は
事
業
者
に

影
響
は
出
て
い
な
い
。

【
増
井
】
営
農
型
太
陽
光
発

電
の
導
入
で
、
営
農
を
継
続

し
な
が
ら
発
電
を
行
う
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
指
摘
の
発
電
施
設

は
、
農
地
の
一
時
転
用
で
あ

る
。
許
可
審
査
で
は
、
転
用

期
間
な
ど
５
つ
の
点
が
詳
細

に
審
査
さ
れ
る
。
本
町
で

は
、
一
時
転
用
に
よ
る
設
置

事
例
は
な
い
が
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
注
視
す
る
。

雨の日でも親子で遊べる
中央公民館泊分館

増
ます

井
い

　久
く

美
み

町長 第３期子ども・子育て支援計画
で充実を図りたい

産後ケア事業の拡充を

田植えに挑戦
（はわいこども園）

営
農
型
太
陽
光
発
電
へ
の
支
援
は

今
後
の
検
討
課
題

町長
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　昨年11月の「ふれあい意見交換会」を受け、６月13日に教育民生委員と子育て支援課、放課後児
童クラブの委託業者と意見交換を行いました。

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

議

答

放課後児童クラブに対する意見・提案について

支援員の負担軽減を、今後も継続的に願い
たい。

夏休みなどの長期休みは、支援員の確保が
大変では。

クラブによって支援員配置のばらつきがあ
るが。

東郷第２放課後児童クラブは施設が古く、猛
暑の中でエアコンが効かない状況があった。
畳の部屋も無く、環境整備が必要。

児童の出欠確認の方法は。

発達障がいのある児童の対応は。

夏休み期間、弁当持参で食中毒が心配、保冷
庫の購入が必要では。

支援員の研修を定期的に行いスキルアップ
を図ることで、児童対応の負担軽減に努め
ている。現場でのトラブルは統括支援員に
報告し、保護者、学校、担当課と情報共有
して対応している。

他町のクラブから配置するなど、民間委託
のメリットが生かされている。

定員40名につき２名の配置が基本。利用者
数が多くなるクラブについては調整してい
る。来年以降も民間委託を予定しており、
プロポーザル方式で受託者を決定したい。

昨年はトイレ、一昨年は雨漏りの修繕をし、
エアコンは現状きちんと作動している。建物
が老朽化しており、児童数の推移を見なが
ら、移転先の必要性を検討したい。

欠席連絡はショートメール、電話で受けて
いるが、保護者によっては連絡がない状
況。確認の連絡が欲しい保護者には、あら
かじめ申し出てもらっている。申し出がな
い場合でも低学年の児童については、確認
する場合がある。

申込時に保護者から聞き取りをし、状況を
把握して受け入れている。特性の強い児童
に対し、つきっきりで見ることは困難。放
課後等デイサービスの利用などについて、
保護者と話し合いを持っている。

申し出のない保護者にもきちんと確認すべ
き。保護者の意識付けにもなる。

保護者に、保冷剤を入れてもらうよう周
知。エアコンのある部屋で保管しているの
で、保冷庫までは必要ないと考えている。
しかし、暑さが昔と違うので、他町の状況
などを参考にしつつ検討したい。

議員の意見
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町民から寄せられた
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

　「令和５年度ふれあい意見交換会」でいただいたご意見・提言を取りまとめ、所管委員会にお
いて協議を行った後の、議会としての回答や行政の担当部局などからの返答の一部をご紹介いた
します。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

雇用を生む企業の誘致を

町は水明荘をどうするのか

ボランティア団体の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

説明資料に工夫が必要では　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町内事業者の参加が少なかったが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

旧北溟中跡地利用については、湯梨浜町に
雇用を生むような企業に来てもらえると嬉
しい。

水明荘は赤字続きだと思うが、民間業者へ
の売却、運営委託、指定管理を考えない
のか。

町として、女性団体のボランティア活動に、若
い人が参加できるよう支援してほしい。

説明に使われている資料の内容が、専門的過
ぎて理解できない。理解しやすい工夫をして
ほしい。

地域おこし協力隊が開催したイベントで、飲
食店のほとんどが町外事業者であった。町外
事業者の活動が地域おこしにつながるのか
疑問。　

町の産業振興や活性化につながる利用に資
するよう取組を進めます。

水明荘は全国第一号の国民宿舎で多くの皆
様に利用されている。引き続き公営として
運営していくこととしており、現在、改修
事業に取り組んでいる。

町ホームページ等での活動紹介により参加
意識の醸成を支援するとともに、現行の助
成制度により活動費支援を行う。

今後、説明資料など理解しやすいよう工夫
をする。

隊員が趣旨を考慮し、町内事業者を含め出
店者を選定した。今後は、町内事業者との
連携に配慮する。

東郷地区でのふれあい意見交換会
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　物
価
高
の
右
肩
上
が
り
は

止
ま
ら
ず
。
春
闘
給
料
ア
ッ

プ
騒
ぎ
は
大
企
業
の
話
。
田

舎
は
個
人
も
中
小
零
細
企
業

は
費
用
高
騰
を
吸
収
で
き
ず

四
苦
八
苦
。
出
る
の
は
た
め

息
だ
け
で
あ
る
。
政
治
は
裏

金
問
題
か
ら
脱
却
で
き
ず

堂
々
巡
り
の
国
会
ご
っ
こ
。

え
え
加
減
に
せ
ん
か
い
と
言

い
た
い
。〈
喝
・
か
つ
〉
内
憂

外
患
の
中
ど
こ
へ
向
か
う
の

か
日
本
。

　こ
の
間
、
ま
た
出
た
新
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト≪

オ
バ
ケ≫

不

機
嫌
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
不
機

嫌
な
態
度
・
舌
打
ち
・
無
視

な
ど
様
々
な
行
為
が
当
て
は

ま
り
、
フ
キ
ハ
ラ
と
言
う
ら

し
い
。
も
う
笑
う
し
か
な

い
。
梅
雨
に
な
り
ア
ジ
サ
イ

で
も
眺
め
頭
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

し
て
心
に
栄
養
補
給
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
グ
ッ

ド
ラ
ッ
ク
お
元
気
で
。
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ること
のできる身近な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階
へお気軽にお越しください。議会の日程は、広報ゆりはま、防災無
線放送、町ホームページでお知らせします。

９月９日（月）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前10時開会

　湯
梨
浜
町
に
移
住
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
数
年
前
か
ら
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
設
置
工
事
で
、
全
国
を

転
々
と
し
て
き
ま
し
た
。
ど

こ
に
落
ち
着
こ
う
か
と
考
え

た
時
、
鳥
取
で
の
食
、
特
に

海
鮮
の
美
味
し
さ
が
頭
に
浮

か
び
ま
し
た
。
東
郷
池
の
シ

ジ
ミ
に
は
、
味
と
大
き
さ
に

感
動
さ
え
し
ま
し
た
。

　鶏
は
い
つ
か
ら
飼
っ
て
い

る
の
で
す
か
？

　
小
学
校
の
時
に
飼
っ
て
い

て
、
ず
っ
と
愛
着
が
あ
り
移

住
を
機
に
庭
で
飼
い
始
め
ま

し
た
。
段
々
と
数
が
増
え
た

の
で
、
地
元
の
方
に
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
、
山
に
小
屋
を

建
て
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
70
羽
余
り
に
増

え
、
卵
は
自
家
消
費
と
ヤ

フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
も
出

品
し
て
い
ま
す
が
、
す
ご
く

美
味
し
い
で
す
。

　湯
梨
浜
の
暮
ら
し
は
、
い

か
が
で
す
か
？

　
も
う
す
ぐ
１
年
半
に
な
り

　今回の町民インタビューでは、湯梨浜町に移住された、木原さんにインタビューし
ました。

木原 賢一 さん（原）

町民インタビュー町民インタビュー
「集落の皆さんに感謝」

ま
す
。
近
所
の
方
が
玄
関
先

に
野
菜
な
ど
を
よ
く
置
い
て

く
れ
、
最
初
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
妻
が
故
郷
に
帰
っ

て
い
た
時
は
、
惣
菜
の
差
し

入
れ
も
頂
き
、
本
当
に
良
く

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
風
呂
は
温
泉
ス
タ
ン
ド
で

の
温
泉
に
浸
か
り
、
畑
で
収

穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
が
食
卓

に
並
び
、
田
舎
暮
ら
し
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

郷
池
の
夕
陽
な
ど
、
気
ま
ぐ

れ
に
お
気
に
入
り
の
写
真
を

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
上
げ
て

い
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。


